
(57)【要約】

　活性炭、銅、および結合剤の連続ブロックからなる静

菌性水フィルタおよびそれを作製する方法。一つの実施

形態により、ブロックは、約４０ｘ１４０のメッシュサ

イズを有する６０％～８０重量％間の活性炭からなる。

ブロックは、さらに、活性炭、銅粒子、および結合剤の

混合重量に対して２％～１５重量％の銅粒子、および活

性炭、銅粒子、および結合剤の混合重量に対して１５％

～２５重量％の活性炭ブロック結合剤からなる。別の実

施形態により、活性炭は銀処理活性炭からなる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 銀 処 理 活 性 炭 お よ び 結 合 剤 を 含 む 流 体 フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 銀 処 理 活 性 炭 が 銀 お よ び 活 性 炭 の 組 合 せ 重 量 に 対 し て ０ ． ０ ５ ％ ～ ０ ． １ ５ 重 量 ％ の 銀
か ら な る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 流 体 フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 銀 処 理 活 性 炭 が 銀 お よ び 活 性 炭 の 組 合 せ 重 量 に 対 し て ０ ． ７ ５ ％ ～ ０ ． １ ２ ５ 重 量 ％ の
銀 か ら な る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 流 体 フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 フ ィ ル タ が 水 処 理 シ ス テ ム に お け る 使 用 の た め に 適 合 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 流 体 フ
ィ ル タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 結 合 剤 が 超 高 分 子 量 を 有 す る 低 メ ル ト イ ン デ ッ ク ス 高 分 子 材 料 か ら な る 、 請 求 項 １ に 記
載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 活 性 炭 、 銅 粒 子 、 お よ び 結 合 剤 を 含 む フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 さ ら に 、 銅 粒 子 お よ び 活 性 炭 の 組 合 せ 重 量 に 対 し て ２ ％ ～ ２ ０ 重 量 ％ 間 の 銅 粒 子 を 含 む
、 請 求 項 ６ に 記 載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 さ ら に 、 銅 粒 子 お よ び 活 性 炭 の 組 合 せ 重 量 に 対 し て ８ ％ ～ １ ２ 重 量 ％ 間 の 銅 粒 子 を 含 む
、 請 求 項 ６ に 記 載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 銅 粒 子 が ６ ０ ～ ２ ０ ０ の メ ッ シ ュ サ イ ズ を 有 す る 顆 粒 状 銅 粒 子 か ら な る 、 請 求 項 ６ に 記
載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 結 合 剤 が 超 高 分 子 量 を 有 す る 低 メ ル ト イ ン デ ッ ク ス 高 分 子 材 料 か ら な る 、 請 求 項 ６ に 記
載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 活 性 炭 が 銀 処 理 活 性 炭 か ら な る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 銀 処 理 活 性 炭 が 、 銀 お よ び 活 性 炭 の 組 合 せ 重 量 に 対 し て ０ ． ０ ５ ％ ～ ０ ． １ ５ 重 量 ％ の
銀 か ら な る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 銀 お よ び 活 性 炭 の 組 合 せ 重 量 に 対 し て ０ ． ０ ５ ％ ～ ０ ． １ ５ 重 量 ％ 間 の 銀 に よ り 処 理 さ
れ た 活 性 炭 、 銅 粒 子 お よ び 銀 処 理 活 性 炭 の 組 合 せ 重 量 に 対 し て 、 ８ ％ ～ １ ２ 重 量 ％ 間 の 銅
粒 子 、 お よ び 結 合 剤 を 含 む 、 水 処 理 シ ス テ ム に お け る 使 用 の た め の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 銅 粒 子 が ６ ０ ～ ２ ０ ０ の メ ッ シ ュ サ イ ズ を 有 す る 顆 粒 状 銅 粒 子 か ら な る 、 請 求 項 １ ３ に
記 載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 結 合 剤 が 超 高 分 子 量 を 有 す る 低 メ ル ト イ ン デ ッ ク ス 高 分 子 材 料 か ら な る 、 請 求 項 １ ３ に
記 載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 活 性 炭 、 結 合 剤 、 お よ び 銅 粒 子 を 混 合 し 、 お よ び 上 記 混 合 物 を 金 型 中 に 置 き 、
活 性 炭 、 結 合 剤 、 お よ び 銅 粒 子 の 混 合 物 を １ ７ ５ ～ ２ ０ ５ ℃ 間 に 加 熱 し 、 お よ び
活 性 炭 、 結 合 剤 、 お よ び 銅 粒 子 の 混 合 物 を 約 １ ２ ０ ポ ン ド ／ 平 方 イ ン チ 圧 力 に さ ら す 、
段 階 を 含 む 水 フ ィ ル タ を 作 製 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
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　 活 性 炭 が 、 銀 お よ び 活 性 炭 の 組 合 せ 重 量 に 対 し て ０ ． ０ ５ ％ ～ ０ ． １ ５ 重 量 ％ 間 の 銀 に
よ り 処 理 さ れ る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 銅 粒 子 が 、 さ ら に 、 銅 粒 子 お よ び 銀 処 理 活 性 炭 の 組 合 せ 重 量 に 対 し て ８ ％ ～ １ ２ 重 量 ％
間 の 銅 粒 子 を 含 む 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 銅 粒 子 が ６ ０ ～ ２ ０ ０ の メ ッ シ ュ サ イ ズ を 有 す る 顆 粒 状 銅 粒 子 か ら な る 、 請 求 項 １ ８ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 結 合 剤 が 超 高 分 子 量 を 有 す る 低 メ ル ト イ ン デ ッ ク ス 高 分 子 材 料 を 含 む 、 請 求 項 １ ６ に 記
載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 出 願 は 、 ２ ０ ０ ３ 年 １ ２ 月 ４ 日 に 出 願 さ れ た Ｂ ａ ｃ ｔ ｅ ｒ ｉ ｏ ｓ ｔ ａ ｔ ｉ ｃ 　 Ｗ ａ ｔ
ｅ ｒ 　 Ｆ ｉ ｌ ｔ ｅ ｒ （ 静 菌 性 水 フ ィ ル タ ） 題 の 米 国 特 許 仮 出 願 第 ６ ０ ／ ５ ２ ６ ， ７ ３ ５ 号
、 お よ び ２ ０ ０ ４ 年 ９ 月 ２ ４ 日 に 出 願 さ れ た Ｂ ａ ｃ ｔ ｅ ｒ ｉ ｏ ｓ ｔ ａ ｔ ｉ ｃ 　 Ｗ ａ ｔ ｅ ｒ
　 Ｆ ｉ ｌ ｔ ｅ ｒ （ 静 菌 性 水 フ ィ ル タ ） 題 の 米 国 特 許 仮 出 願 第 ６ ０ ／ ６ １ ２ ， ８ ０ ４ 号 の ３
５ Ｕ ． Ｓ ． Ｃ ． § １ １ ９ （ ｅ ） に 基 づ く 特 典 を 請 求 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
発 明 の 概 要
　 本 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 は 、 活 性 炭 粒 子 、 結 合 剤 お よ び 銅 粒 子 か ら な る 流 体 フ ィ ル タ を
提 供 す る 。 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 は 、 銀 処 理 活 性 炭 ブ ロ ッ ク 、 結 合 剤 、 お よ び 銅 粒 子 を 含
む 流 体 フ ィ ル タ を 提 供 す る 。 フ ィ ル タ 中 の 銅 の 存 在 、 お よ び 銅 お よ び 銀 処 理 活 性 炭 の 組 合
せ は 、 長 期 に わ た り 、 フ ィ ル タ 上 ま た は 内 で の 細 菌 の 増 殖 を 阻 害 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 で 示 し た 実 施 形 態 の 詳 細 な 説 明
　 図 １ に 関 し て 、 静 菌 性 水 フ ィ ル タ １ ０ は 、 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク １ ２ 、 上 端 キ ャ ッ プ １ ６ 、
下 端 キ ャ ッ プ １ ８ 、 任 意 の プ ラ ス チ ッ ク 芯 １ ４ 、 お よ び 任 意 の 不 織 布 ス ク リ ム ２ ２ か ら な
る 。 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク １ ２ は 、 さ ら に 、 中 心 開 口 部 ２ ８ お よ び 周 辺 壁 ２ ６ か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 端 キ ャ ッ プ １ ６ は フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク １ ２ の 上 部 軸 端 上 に 配 置 さ れ る 。 図 で 示 し た 実 施
形 態 に よ り 、 上 端 キ ャ ッ プ １ ６ は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン な ど の 非 多 孔 質 高 分 子 材 料 か ら 製 造 さ
れ る 。 上 端 キ ャ ッ プ １ ６ は 、 好 ま し く は 、 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク １ ２ の 中 心 開 口 部 ２ ８ と 同 軸
で あ る 中 心 開 口 部 ３ ２ を 規 定 す る 。 ネ ッ ク ３ １ は 、 上 端 キ ャ ッ プ １ ６ の 中 心 開 口 部 ３ ２ 、
お よ び フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク １ ２ の 中 心 開 口 部 ２ ８ と 流 体 連 絡 す る ア パ ー チ ャ ３ ０ を 規 定 す る
。 ネ ッ ク ３ １ は 、 水 処 理 シ ス テ ム の デ ッ キ （ 示 さ れ て い な い ） 中 に 圧 入 す る よ う に 適 合 さ
れ 、 さ ら に 、 複 数 の 上 端 部 エ ラ ス ト マ ー 系 Ｏ リ ン グ ３ ４ Ａ ／ Ｂ か ら な る 。 ネ ッ ク ３ １ は 、
静 菌 性 水 フ ィ ル タ １ ０ が 水 処 理 シ ス テ ム の デ ッ キ （ 示 さ れ て い な い ） に 取 り 外 し 可 能 に は
め 込 ま れ る こ と を 可 能 と す る よ う に ね じ 込 ま れ る か 、 ま た は 別 途 適 合 さ せ る こ と が 可 能 で
あ る 。 本 発 明 を 組 み 込 む こ と が 可 能 で あ る 一 つ の 水 処 理 シ ス テ ム は 、 ２ ０ ０ １ 年 ６ 月 １ ２
日 に ク ー ル （ Ｋ ｏ ｏ ｌ ） ら に 発 行 さ れ た 「 Ｐ ｏ ｉ ｎ ｔ － Ｏ ｆ － Ｕ ｓ ｅ 　 Ｗ ａ ｔ ｅ ｒ 　 Ｔ ｒ
ｅ ａ ｔ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ 」 題 の 米 国 特 許 第 ６ ， ２ ４ ５ ， ２ ２ ９ 号 に 記 載 さ れ て お り
、 こ の 主 題 は 本 明 細 書 に お い て 参 考 の た め 包 含 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 下 端 キ ャ ッ プ １ ８ は 、 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク １ ２ の 下 部 軸 端 上 に 配 置 さ れ る 。 図 で 示 し た 実
施 形 態 の 下 端 キ ャ ッ プ １ ８ は 、 完 全 に 密 閉 さ れ 開 口 部 は 含 ま な い 。 図 で 示 し た 実 施 形 態 の
下 端 キ ャ ッ プ １ ８ は 、 さ ら に 、 下 端 部 エ ラ ス ト マ ー 系 Ｏ リ ン グ １ ９ か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 任 意 の プ ラ ス チ ッ ク 芯 １ ４ は 、 水 が 特 に 軸 方 向 に 芯 を 容 易 に 貫 流 す る こ と を 可 能 と す る
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多 孔 質 周 辺 壁 を 規 定 す る ス パ ン ボ ン デ ッ ド ・ ポ リ プ ロ ピ レ ン な ど の 従 来 型 の 不 織 プ ラ ス チ
ッ ク 材 料 で あ る 。 図 で 示 し た 実 施 形 態 に よ り 、 プ ラ ス チ ッ ク 芯 １ ４ は 望 ま し い 不 織 布 材 料
の ロ ー ル ド ・ シ ー ト か ら 製 造 さ れ る 。 プ ラ ス チ ッ ク 芯 １ ４ の 外 径 は 、 各 用 途 に よ っ て 変 わ
る 。 図 で 示 し た 実 施 形 態 に よ り 、 プ ラ ス チ ッ ク 芯 １ ４ は 、 設 置 さ れ る 場 合 、 フ ィ ル タ ブ ロ
ッ ク １ ２ の 中 心 開 口 部 ２ ８ 内 に ぴ っ た り と 適 合 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 つ の 実 施 形 態 に よ り 、 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク １ ２ は 、 以 下 に 詳 細 に 記 載 さ れ る 、 結 合 さ れ
た 活 性 炭 、 結 合 剤 、 お よ び 銅 粒 子 の 中 空 芯 円 筒 型 ブ ロ ッ ク か ら な る 。 中 空 芯 円 筒 型 ブ ロ ッ
ク に 関 連 し て 記 載 さ れ る が 、 本 発 明 は 、 顆 粒 状 フ ィ ル タ ま た は 濾 床 な ど の 他 の 流 体 フ ィ ル
タ に お け る 使 用 に う ま く 適 す る 。 本 明 細 書 に お い て 用 い ら れ る 用 語 「 内 側 」 、 「 内 面 的 」
、 「 外 側 」 、 お よ び 「 外 面 的 」 は 、 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク １ ２ の 幾 何 学 的 軸 中 心 に 対 す る 方 向
を 指 す よ う に 用 い ら れ る 。 こ の 開 示 の 目 的 の た め 、 活 性 炭 粒 径 お よ び 粒 度 分 布 は 、 一 般 に
、 通 常 従 来 型 の 湿 篩 分 析 を 用 い て 測 定 さ れ る メ ッ シ ュ サ イ ズ の 条 件 で 記 載 さ れ る 。 湿 篩 分
析 は 、 活 性 炭 混 合 物 が 粒 径 に 基 づ く 範 囲 ま た は 「 ビ ン 」 中 に 分 離 さ れ る 従 来 型 の 方 法 で あ
る 。 一 般 に 、 活 性 炭 混 合 物 は 、 水 の 支 援 に よ り 、 そ れ ぞ れ が ５ ０ ０ メ ッ シ ュ ス ク リ ー ン ま
で 次 第 に 小 さ く な る 開 口 部 を 有 す る 一 連 の ス ク リ ー ン を 順 次 通 り 抜 け る 。 特 定 ス ク リ ー ン
の 開 口 部 サ イ ズ よ り も 大 き い 粒 子 は 、 そ の ス ク リ ー ン 上 に 残 り 、 一 方 で よ り 小 さ な 粒 子 は
ス ク リ ー ン を 通 過 し て 次 の よ り 小 さ な ス ク リ ー ン に 向 か う 。 ５ ０ ０ メ ッ シ ュ ス ク リ ー ン の
開 口 部 よ り も 小 さ い 粒 子 は 、 一 般 的 に 、 「 微 細 物 」 と 呼 ば れ る 。 微 細 物 の レ ベ ル は 、 各 活
性 炭 混 合 物 に よ り 有 意 に 変 わ る こ と が で き る が 、 一 部 の 活 性 炭 混 合 物 に お い て は ２ ０ 重 量
％ ほ ど も 含 む こ と が 可 能 で あ る 。 微 細 物 は 、 一 般 的 に 、 彼 ら の 活 性 炭 の 格 付 け に お い て 活
性 炭 生 産 者 自 身 に よ り 無 視 さ れ る 。 便 法 と し て 、 従 来 型 の メ ッ シ ュ サ イ ズ の 表 記 は 粒 径 範
囲 を 指 す た め に 用 い ら れ る 。 さ ら に 詳 細 に は 、 メ ッ シ ュ サ イ ズ の 前 の 表 記 「 ＋ 」 は 、 表 記
サ イ ズ の ス ク リ ー ン を 通 過 す る に は 大 き す ぎ る 粒 子 を 指 す 。 例 え ば 、 ＋ １ ４ ０ メ ッ シ ュ は
１ ４ ０ メ ッ シ ュ サ イ ズ の ス ク リ ー ン を 通 過 す る に は 大 き す ぎ る 粒 子 を 指 す 。 同 様 に メ ッ シ
ュ サ イ ズ の 前 の 表 記 「 － 」 は 、 表 記 サ イ ズ の ス ク リ ー ン を 通 過 す る に 十 分 な 小 さ い 粒 子 を
指 す 。 粒 子 分 布 を 指 す 場 合 に 、 二 つ の メ ッ シ ュ サ イ ズ 間 の 表 記 「 ｘ 」 は サ イ ズ の 範 囲 を 指
す 。 例 え ば 、 １ ４ ０ ｘ ２ ０ ０ は １ ４ ０ メ ッ シ ュ よ り も 小 さ く ２ ０ ０ メ ッ シ ュ よ り も 大 き な
活 性 炭 粒 径 の 範 囲 ま た は ビ ン を 指 す 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 に よ り 、 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク １ ２ は 、 さ ら に 、 活 性 炭 、 銅 粒 子 、
お よ び 結 合 剤 の 組 合 せ 重 量 に 対 し て 、 １ ５ ％ ～ ２ ５ 重 量 ％ の 結 合 剤 か ら な る 。 別 の 実 施 形
態 に よ り 、 図 に 示 し た 実 施 形 態 の フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク １ ２ は 、 さ ら に 、 活 性 炭 、 銅 、 お よ び
結 合 剤 の 組 合 せ 重 量 に 対 し て 、 １ ９ ％ ～ ２ １ 重 量 ％ の 結 合 剤 か ら な る 。 一 つ の 実 施 形 態 に
よ り 、 結 合 剤 は 極 め て 低 い メ ル ト イ ン デ ッ ク ス （ メ ル ト フ ロ ー レ イ ト ） を 有 す る 高 分 子 材
料 で あ り 、 ホ ス タ レ ン （ Ｈ ｏ ｓ ｔ ａ ｌ ｅ ｎ ） （ 登 録 商 標 ） Ｇ Ｕ Ｒ － ２ １ ２ な ど の 超 高 分 子
量 、 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン で あ る 。 本 発 明 の 活 性 炭 フ ィ ル タ と 共 に 用 い る こ と が で き る 代 替
結 合 剤 は 、 １ ９ ８ ８ 年 ６ 月 ２ ８ 日 に バ ン ダ ー ビ ル ト （ Ｖ ａ ｎ ｄ ｅ ｒ Ｂ ｉ ｌ ｔ ） ら に 発 行 さ
れ た 「 Ｗ ａ ｔ ｅ ｒ 　 Ｆ ｉ ｌ ｔ ｅ ｒ 」 題 の 米 国 特 許 第 ４ ， ７ ５ ３ ， ７ ２ ８ 号 の 活 性 炭 ブ ロ ッ
ク フ ィ ル タ に 関 連 し て 開 示 さ れ 、 記 載 さ れ て お り 、 こ の 主 題 は 本 明 細 書 に お い て 参 考 の た
め 包 含 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 つ の 実 施 形 態 に よ り 、 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク １ ２ は 、 以 下 に さ ら に 詳 細 に 記 載 さ れ る よ う
に 結 合 剤 に よ り 一 緒 に 結 合 さ れ る 活 性 炭 お よ び 銅 粒 子 の 連 続 ブ ロ ッ ク で あ る 。 第 ２ 実 施 形
態 に よ り 、 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク １ ２ は 、 活 性 炭 、 銅 粒 子 、 お よ び 結 合 剤 の 組 合 せ 重 量 に 対 し
て 、 ６ ０ ％ ～ ８ ０ 重 量 ％ の 活 性 炭 か ら な る 。 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ り 、 フ ィ ル タ ブ ロ
ッ ク １ ２ は 、 活 性 炭 、 銅 粒 子 、 お よ び 結 合 剤 の 組 合 せ 重 量 に 対 し て 、 ６ ８ ％ ～ ７ ２ 重 量 ％
の 活 性 炭 か ら な る 。 図 に 示 し た 実 施 形 態 に よ る 活 性 炭 は 、 最 大 ３ 重 量 ％ の ＋ ３ ０ メ ッ シ ュ
サ イ ズ 、 お よ び 最 大 ４ 重 量 ％ の － １ ４ ０ メ ッ シ ュ サ イ ズ を 伴 う 、 約 ４ ０ ｘ １ ４ ０ メ ッ シ ュ
サ イ ズ を 有 す る 活 性 コ コ ナ ッ ツ 炭 か ら な る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ り 、 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク １ ２ は 、 活 性 炭 、 銅 粒 子 、 お よ び 結 合
剤 の 組 合 せ 重 量 に 対 し て 、 ２ ％ ～ １ ５ 重 量 ％ ま た は そ れ 以 上 の 銅 粒 子 か ら な る 。 別 の 実 施
形 態 に よ り 、 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク １ ２ は 、 活 性 炭 、 銅 粒 子 、 お よ び 結 合 剤 の 組 合 せ 重 量 に 対
し て 、 ９ ％ ～ １ １ 重 量 ％ ま た は そ れ 以 上 の 銅 粒 子 か ら な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 に 示 し た 実 施 形 態 の 銅 粒 子 は 、 銅 お よ び 合 金 金 属 お よ び 合 金 中 の 不 純 物 の 組 合 せ 重 量
に 対 し て 、 最 低 ９ ０ 重 量 ％ の 銅 か ら な る 。 銅 粒 子 は ６ ０ ～ ２ ０ ０ の メ ッ シ ュ サ イ ズ を 有 し
て 顆 粒 状 で あ る 。 図 に 示 し た 実 施 形 態 に お い て 用 い ら れ る 銅 粒 子 の 一 つ の 例 に は 、 ミ シ ガ
ン 州 、 ス リ ー リ バ ー ズ の Ｋ Ｄ Ｆ フ ル ー イ ド ・ ト リ ー ト メ ン ト （ Ｋ Ｄ Ｆ 　 Ｆ ｌ ｕ ｉ ｄ 　 Ｔ ｒ
ｅ ａ ｔ ｍ ｅ ｎ ｔ ， Ｉ ｎ ｃ ｏ ｒ ｐ ｏ ｒ ａ ｔ ｅ ｄ ） に よ り 製 造 さ れ る Ｋ Ｄ Ｆ ・ Ｃ Ｆ １ ０ ０ が あ
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ り 、 活 性 炭 ブ ロ ッ ク １ ２ は 、 結 合 さ れ た 銀 処 理 活 性 炭 、 結 合
剤 、 お よ び 銅 粒 子 の 中 空 芯 円 筒 型 ブ ロ ッ ク か ら な る 。 こ の 実 施 形 態 に よ り 、 活 性 炭 ブ ロ ッ
ク １ ２ は 、 銀 処 理 活 性 炭 、 銅 粒 子 、 お よ び 結 合 剤 の 組 合 せ 重 量 に 対 し て 、 ６ ０ ％ ～ ８ ０ 重
量 ％ の 銀 処 理 活 性 炭 か ら な る 。 別 の 実 施 形 態 に よ り 、 活 性 炭 ブ ロ ッ ク １ ２ は 、 銀 処 理 活 性
炭 、 銅 粒 子 、 お よ び 結 合 剤 の 組 合 せ 重 量 に 対 し て 、 ６ ８ ％ ～ ７ ２ 重 量 ％ の 銀 処 理 活 性 炭 か
ら な る 。 図 に 示 し た 実 施 形 態 の 銀 処 理 活 性 炭 は 、 最 大 ３ 重 量 ％ の ＋ ３ ０ メ ッ シ ュ サ イ ズ 、
お よ び 最 大 ４ 重 量 ％ の － １ ４ ０ メ ッ シ ュ サ イ ズ を 伴 う 、 約 ４ ０ ｘ １ ４ ０ メ ッ シ ュ サ イ ズ を
有 す る 活 性 コ コ ナ ッ ツ 炭 か ら な る 。 一 つ の 実 施 形 態 に よ り 、 活 性 炭 は 、 銀 お よ び 活 性 炭 の
組 合 せ 重 量 に 対 し て 、 ０ ． １ ％ ～ ０ ． ５ 重 量 ％ 間 の 銀 に よ り 処 理 さ れ る 。 別 の 実 施 形 態 に
よ り 、 活 性 炭 は 、 銀 お よ び 活 性 炭 の 組 合 せ 重 量 に 対 し て 、 ０ ． ２ ％ ～ ０ ． ３ 重 量 ％ 間 の 銀
に よ り 処 理 さ れ る 。 銀 処 理 活 性 炭 は 、 活 性 炭 製 造 業 者 か ら の 利 用 で き る 「 規 格 品 」 で あ り
、 修 正 な し で 多 様 な 活 性 炭 ブ ロ ッ ク 製 造 業 者 に よ り 用 い ら れ る 。 銀 処 理 活 性 炭 の 一 つ の 例
に は 、 メ リ ー ラ ン ド 州 、 ボ ル チ モ ア の キ ャ メ ロ ン ・ カ ー ボ ン （ Ｃ ａ ｍ ｅ ｒ ｏ ｎ 　 Ｃ ａ ｒ ｂ
ｏ ｎ 　 Ｉ ｎ ｃ ｏ ｒ ｐ ｏ ｒ ａ ｔ ｅ ｄ ） か ら 市 販 さ れ て い る Ｓ Ｇ ６ － Ａ Ｇ が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 活 性 炭 フ ィ ル タ 中 の 銅 粒 子 の 存 在 、 お よ び 銀 処 理 活 性 炭 お よ び 銅 粒 子 の 組 合 せ は 、 フ ィ
ル タ 上 ま た は 内 の 細 菌 の 増 殖 を 阻 害 す る こ と が 可 能 で あ る 。 自 然 発 生 従 属 栄 養 プ レ ー ト カ
ウ ン ト （ Ｈ Ｐ Ｃ ） 細 菌 は 、 塩 素 化 飲 料 水 中 に 生 じ 、 活 性 炭 フ ィ ル タ に コ ロ ニ ー を 形 成 す る
こ と が 知 ら れ て い る 。 こ れ ら の 無 害 細 菌 は 、 通 常 、 塩 素 化 飲 料 水 中 に あ る が 、 し か し 、 活
性 炭 が 塩 素 を 除 去 す る 場 合 に 、 細 菌 は 活 性 炭 上 に コ ロ ニ ー を 定 着 さ せ 、 有 意 に よ り 高 い 細
菌 数 を も た ら す こ と が 可 能 で あ る 。 フ ィ ル タ が 細 菌 に よ り コ ロ ニ ー 化 さ れ た 後 、 活 性 炭 フ
ィ ル タ が 流 出 水 中 の Ｈ Ｐ Ｃ 細 菌 数 の ２ ～ ５ 次 規 模 の 増 加 を 有 す る こ と は 一 般 的 で あ る 。 ナ
シ ョ ナ ル ・ サ ニ タ リ ー ・ フ ァ ウ ン デ ー シ ョ ン ・ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル （ Ｎ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ 　
Ｓ ａ ｎ ｉ ｔ ａ ｒ ｙ 　 Ｆ ｏ ｕ ｎ ｄ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ 　 Ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｎ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ ） （ 「 Ｎ Ｓ Ｆ 」
） は 、 Ｎ Ｓ Ｆ ／ Ａ Ｎ Ｓ Ｉ 規 格 ４ ２ 、 規 格 ４ ２ － ２ ０ ０ ２ 飲 料 水 処 理 装 置 － 静 菌 作 用 試 験 用
の 美 的 効 果 （ Ａ ｅ ｓ ｔ ｈ ｅ ｔ ｉ ｃ 　 Ｅ ｆ ｆ ｅ ｃ ｔ ｓ 　 ｆ ｏ ｒ 　 Ｂ ａ ｃ ｔ ｅ ｒ ｉ ｏ ｓ ｔ ａ ｓ
ｉ ｓ 　 ｔ ｅ ｓ ｔ ） と し て 知 ら れ る 、 Ｈ Ｐ Ｃ 細 菌 増 殖 を 抑 圧 す る た め の そ れ ら の 静 菌 効 果 用
に 飲 料 水 フ ィ ル タ を 試 験 す る た め の 試 験 方 法 を 確 立 し て き た 。 図 に 示 し た 実 施 形 態 の フ ィ
ル タ を 、 Ｎ Ｓ Ｆ ／ Ａ Ｎ Ｓ Ｉ 規 格 ４ ２ 、 規 格 ４ ２ － ２ ０ ０ ２ 飲 料 水 処 理 装 置 － 静 菌 作 用 試 験
用 の 美 的 効 果 の 修 正 版 に よ り 試 験 し た 。 こ の 試 験 の 修 正 版 に よ り 、 水 は 通 常 使 用 を シ ミ ュ
レ ー ト す る 多 く の オ ン ／ オ フ サ イ ク ル に お け る フ ィ ル タ を 通 過 す る と 共 に 、 停 滞 期 間 を 含
む 。 週 に ５ 日 、 水 を ポ ン プ で １ 日 当 り １ ６ 時 間 に わ た り １ 分 オ ン ／ ５ ９ 分 オ フ の サ イ ク ル
に お い て フ ィ ル タ に 通 し た 。 ま た 週 毎 に ４ ８ 時 間 の 停 滞 時 間 が あ る 。 ６ 週 間 以 上 お よ び １
３ 週 間 以 下 に わ た り 試 験 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 流 入 お よ び 流 出 水 中 の Ｈ Ｐ Ｃ 細 菌 数 は 、 試 験 期 間 を 通 し て 監 視 さ れ る 。 試 験 中 の 水 温 度
を ２ ０ ℃ か ら ４ ０ ℃ に 上 げ る こ と に よ り 、 試 験 を 修 正 し た 。 水 を 、 脱 塩 素 化 さ れ た 後 ま た
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タ ン ク 中 に 貯 め た 。 こ れ ら の 修 正 は 、 Ｈ Ｐ Ｃ 細 菌 が 試 験 規 格 で 特 定 さ れ る よ り も 高 い 数 に
水 中 で 増 殖 す る こ と を 可 能 と し た 。 各 実 施 形 態 の 控 え の フ ィ ル タ を １ ２ 週 間 に わ た り 試 験
し た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 合 計 ６ フ ィ ル タ を 、 上 で 検 討 し た プ ロ ト コ ル に 従 っ て 試 験 し た 。 試 験 し た 二 つ の フ ィ ル
タ は 、 活 性 炭 お よ び 結 合 剤 か ら な り 、 銅 お よ び 銀 処 理 活 性 炭 を 全 く 含 有 し な か っ た 。 試 験
し た 二 つ の フ ィ ル タ は 、 活 性 炭 、 結 合 剤 、 お よ び 活 性 炭 、 銅 粒 子 、 お よ び 結 合 剤 の 組 合 せ
重 量 に 対 し て １ ０ 重 量 ％ の 銅 粒 子 か ら な っ た 。 最 終 的 に 、 試 験 し た 二 つ の フ ィ ル タ は 、 結
合 剤 、 銀 お よ び 活 性 炭 の 組 合 せ 重 量 に 対 し て ０ ． １ 重 量 ％ の 銀 に よ り 処 理 さ れ た 活 性 炭 、
お よ び 銀 処 理 活 性 炭 、 銅 粒 子 お よ び 結 合 剤 の 組 合 せ 重 量 に 対 し て 、 １ ０ 重 量 ％ の 銅 粒 子 か
ら な っ た 。 こ れ ら の 試 験 の 結 果 は 平 均 化 さ れ 、 以 下 の 表 に 提 供 さ れ る 。 第 １ 欄 は 上 で 検 討
さ れ た フ ィ ル タ 中 の 銀 お よ び 銅 の ％ を 示 す 。 第 ２ 欄 は 、 試 験 持 続 時 間 に わ た り 平 均 化 さ れ
、 お よ び 二 つ の 試 験 フ ィ ル タ 間 の 平 均 と し て の 、 水 ミ リ リ ッ ト ル （ 「 ｍ ｌ 」 ） 当 り の フ ィ
ル タ 流 入 水 の Ｈ Ｐ Ｃ 数 を 提 供 す る 。 第 ３ 欄 は 、 試 験 持 続 時 間 に わ た り 平 均 化 さ れ 、 お よ び
二 つ の 試 験 フ ィ ル タ 間 の 平 均 と し て の 、 フ ィ ル タ 流 出 水 に 対 す る 水 ミ リ リ ッ ト ル （ 「 ｍ ｌ
」 ） 当 り の 平 均 Ｈ Ｐ Ｃ 数 を 提 供 す る 。 表 に 示 さ れ る よ う に 、 活 性 炭 フ ィ ル タ 中 の 銅 粒 子 の
包 含 、 お よ び 銀 処 理 活 性 炭 お よ び 銅 粒 子 の 組 合 せ は 、 銅 ま た は 銀 処 理 活 性 炭 お よ び 銅 粒 子
の 組 合 せ を 含 有 し な い フ ィ ル タ と 較 べ る 場 合 に 、 フ ィ ル タ 流 出 水 中 の Ｈ Ｐ Ｃ 数 の 減 少 を 提
供 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｈ Ｐ Ｃ 試 験 結 果
フ ィ ル タ 　 　 　 　 　 　 　 流 入 水 平 均 　 　 　 　 　 流 出 水 平 均
Ag0%、 Cu0%　  　 　 　  8.22E04/ml　 　 　 　 　 5.02E04/ml
Ag0%、 Cu10%　  　 　 　 8.22E04/ml　 　 　 　 　 4.97E04/ml
Ag0.1%、 Cu10%　  　 　 8.22E04/ml　 　 　 　 　 4.28E04/ml
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 に 示 し た 実 施 形 態 の 静 菌 性 水 フ ィ ル タ １ ０ は 、 従 来 型 の 製 造 技 術 お よ び 装 置 を 用 い て
製 造 さ れ る 。 一 つ の 実 施 形 態 に よ り 、 結 合 剤 （ 粉 末 形 態 に お け る ） 、 銅 粒 子 、 お よ び 活 性
炭 ま た は 銀 処 理 活 性 炭 は 、 結 合 剤 お よ び 銅 粒 子 が 活 性 炭 全 体 に わ た っ て 均 一 に 分 散 さ れ る
よ う に 、 上 述 の 割 合 で 均 一 に 混 合 さ れ る 。 混 合 さ れ た 活 性 炭 、 銅 粒 子 、 お よ び 結 合 剤 は 、
上 向 き の 突 き 出 た 中 心 ダ ウ エ ル （ 示 さ れ て い な い ） を 有 す る 従 来 型 の 円 筒 形 金 型 （ 示 さ れ
て い な い ） 中 に 供 給 さ れ る 。 金 型 お よ び そ の 内 容 物 は 、 次 に 、 約 １ ７ ５ ～ 約 ２ ０ ５ ℃ に 加
熱 さ れ る 。 加 熱 後 、 混 合 さ れ た 活 性 炭 、 銅 、 お よ び 結 合 剤 は 、 金 型 中 に 入 れ ら れ 、 中 心 ダ
ウ エ ル （ 示 さ れ て い な い ） に 対 し て 中 心 ク リ ア ラ ン ス を 含 む 従 来 型 の 圧 力 ピ ス ト ン （ 示 さ
れ て い な い ） を 介 し て 約 ３ ０ ～ 約 １ ２ ０ ポ ン ド ／ 平 方 イ ン チ 圧 力 に さ ら さ れ る 。 混 合 さ れ
た 活 性 炭 、 銅 、 お よ び 結 合 剤 は 、 次 に 、 冷 却 す る こ と が 可 能 と さ れ 、 得 ら れ る 構 造 体 は 、
一 体 化 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク の 形 態 に お い て 金 型 か ら 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 に 示 し た 実 施 形 態 の フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク １ ２ は 、 次 に 、 必 要 な ら ば 削 ら れ る 。 不 織 布 ス
ク リ ム ２ ２ は 、 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク に 添 加 さ れ て 主 と し て 予 備 フ ィ ル タ と し て 機 能 す る 。 一
般 に 、 ス ク リ ム ２ ２ は フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク １ ２ 周 り に 包 ま れ る 。 ス ク リ ム ２ ２ は 、 ミ ネ ソ タ
州 、 セ ン ト ポ ー ル の ３ Ｍ （ ３ Ｍ 　 Ｃ ｏ ｒ ｐ ｏ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） に よ り 製 造 さ れ る ジ ェ ッ ト ・
メ ル ト （ Ｊ ｅ ｔ － ｍ ｅ ｌ ｔ ） ３ ７ ８ ４ － Ｔ Ｃ な ど の 接 着 剤 に よ り 所 定 の 位 置 に 保 持 す る こ
と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 に 示 し た 実 施 形 態 の 任 意 の 不 織 プ ラ ス チ ッ ク 芯 １ ４ は 、 一 般 的 に 、 望 ま し い 不 織 材 料
の シ ー ト か ら 切 り 取 ら れ る 。 材 料 の 切 り 取 り シ ー ト は 、 チ ュ ー ブ 形 態 に 巻 か れ 、 フ ィ ル タ
ブ ロ ッ ク １ ２ の 中 心 に 挿 入 さ れ る 。 芯 １ ４ は 、 接 着 的 に ま た は 別 途 フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク １ ２
の 中 心 内 に 固 定 す る こ と が で き る が 、 し か し 、 一 般 的 に 、 そ の 広 げ よ う と す る 傾 向 性 に よ
り 、 お よ び そ の 末 端 キ ャ ッ プ １ ６ お よ び １ ８ と の 相 互 作 用 に よ り 引 き 起 こ さ れ る 摩 擦 力 に
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よ り 所 定 の 位 置 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 端 キ ャ ッ プ １ ６ お よ び ネ ッ ク ３ １ は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン な ど の 非 透 水 性 材 料 の 射 出 成 形
に よ り 一 体 的 に 形 成 さ れ る 。 下 端 キ ャ ッ プ １ ８ も 、 ま た 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン な ど の 非 透 水 性
材 料 の 射 出 成 形 に よ り 形 成 さ れ る 。 図 に 示 し た 実 施 形 態 の 上 端 キ ャ ッ プ １ ６ お よ び 下 端 キ
ャ ッ プ １ ８ は 、 ホ ッ ト メ ル ト 接 着 剤 を 用 い て フ ィ ル タ ブ ロ ッ ク １ ２ に 接 着 さ れ る 。 他 の 接
着 剤 が 本 発 明 に よ り 同 等 に 作 動 す る で あ ろ う こ と は 、 当 業 者 に 明 ら か で あ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 の 説 明 は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 の そ れ で あ る 。 種 々 の 変 更 お よ び 変 化 は 、 均 等
論 を 含 む 特 許 法 の 原 則 に よ り 解 釈 さ れ る べ き で あ る 添 付 ク レ ー ム に お い て 定 義 さ れ る 本 発
明 の 精 神 お よ び よ り 広 い 態 様 か ら 逸 脱 す る こ と な く な す こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 図 で 示 し た 実 施 形 態 に よ り 製 造 さ れ る 静 菌 性 水 フ ィ ル タ の 断 面 透 視 図 で
あ る 。
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